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平

均

利

潤

卒

再

論

jJ:色

オミ=

敬

田

宮

本
誌
本
年
二
月
就
に
於
で
忍
は
、
利
潤
泰
平
均
の
問
題
を
取
扱
ひ
、
マ
ル
ク
ス
設
を
吟
味
し
、
其
の
序
に
、
此
の
問
題
に
闘
す
る
思
師
吉
岡
田
教

授
の
説
世
踊
み
て
、
そ
れ

K
野
寸
J

る
卑
凡
を
説
ベ
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
封
し
此
度
四
月
時
酬
に
於
て
や
問
教
授
よ
り
周
到
な
る
敬
一
却
を
頃
〈
事
を

得
た
。
と
札
に
よ
り
で
な
の
棒
愛
せ
ら
れ
た
る
所
極
め
て
多
〈
、
感
岡
山
に
封
し
深
謝
十
る
も
の
で
あ
る
。
但
、
非
オ
に
し
で
、
古
阿
読
に
づ
曹
未
だ

苅
分
に
納
得
し
得
在
る
所
が
あ

5
の
己
則
務
に
再
び
御
敬
一
部
を
願
ふ
唱
に
す
一
心
。

L 

泊ミ

き

-
、
序

論

資
本
家
的
生
産
は
、
本
質
的
に
は
、
可
襲
資
本
を
以
っ
て
購
入
さ
れ
る
雌
労
働
力
か
ら
可
及
的
多
〈
の
飴
剰
債
値

を
搾
取
す
忍
事
を
目
標
と
し
て
行
は
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
可
及
的
高
率
の
飴
剰
債
値
宰
を
目
4

さ
し
て
行
は
れ

る
。
従
っ
て
、
若
し
此
の
本
質
が
そ
の
ま
ま
現
象
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
な
ら
ば
、
換
言
す
れ
ば
、
個
々
の
資
本
家

が
直
接
に
可
及
的
高
宰
の
飴
一
剰
償
値
宰
を
目
，
さ
し
て
生
産
を
行
ふ
も
の
な
ら
ば
、
諸
商
品
の
債
格
は
其
の
債
値
に

照
臆
し
て
決
定
さ
れ
る
は
づ
で
あ
る
a

然
し
、
資
本
家
的
生
産
の
右
の
本
質
は
買
は
そ
の
ま
ま
は
現
象
と
し
て
あ

ら
は
れ
な
い
の
で
め
っ
て
、
現
象
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
所
で
は
、
個
々
の
資
本
家
は
直
接
的
に
は
可
及
的
高
率
の

平
均
利
潤
翠
再
論

第
三
十
六
巻

八
王五

第
五
披

一

拙稿「平均利潤論J(論議第三十六巻第一:!iJ，~)
高田保馬教授「マルク λに於ける平均利潤率J<:論議第三十六巻第四宮町
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第
=
一
十
六
巻

利
潤
宰
を
目
ぎ
し
て
生
産
を
行
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
の
矯
め
に
、
諸
商
品
の
債
格
は
究
極
に
於
て
は
債
値
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
つ
つ
も
利
潤
率
の
卒
均
の
作
用
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
、
債
値
か
ら
背
離
せ
る
生
産
債
格
〈
以
下

車
に
債
格
と
呼
ぴ
、
之
れ
に
艶
し
、
慣
値
に
照
隠
せ
る
償
格
を
単
に
領
値
と
呼
ぶ
)
と
な
っ
て
ゐ
る
。
主
言
ふ
の
が
T

Y
ク
ス
読
で
あ

平
均
利
潤
率
再
論

八
五
四

四

第
五
時
蜘

る。
此
の
?

Y
グ
ス
読
に
封
し
て
花
の
提
出
し
た
所
の
疑
問
は
、
資
本
家
的
生
産
の
所
謂
本
質
が
其
の
ま
ま
現
象
と

し
て
行
は
る
る
と
す
る
な
ら
ば
成
立
す
，
o
で
め
ら
う
所
の
も
の
の
う
ち
、
資
本
家
的
生
産
の
断
詩
本
質
が
誌
の
ま

ま
現
象
と
し
て
行
は
れ
る
事
な

t
現
象
と
し
て
は
個
々
の
費
本
家
は
可
及
的
高
牽
の
利
潤
宰
を
目
a

さ
し
て
生
産
を

行
っ
て
ゐ
る
と
言
ふ
事
の
矯
め
に
査
め
ら
れ
て
あ
ら
は
れ
る
事
に
な
る
の
は
、
軍
に
債
格
の
勤
に
遁
ぎ
な
い
で
あ

ら
う
か
、
と
言
ふ
事
で
あ
っ
て
、

此
の
問
題
の
考
究
の
結
果
私
は
究
の
如
き
結
論
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

ち
、
資
本
家
的
生
産
の
所
謂
本
質
的
な
る
委
の
う
ち
、
利
潤
峯
卒
均
の
作
用
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
あ
ら
は
れ
る

の
は
、
車
な
る
債
格
の
黙
に
限
ら
な
い
。
利
潤
峯
平
均
の
作
用
を
十
分
に
考
へ
抜
〈
時
に
は
、
不
麗
資
本
高
値
)

量
は
そ
れ
と
異
っ
た
不
麓
資
本
〈
償
値
)
量
と
な
り
、
可
麓
資
本
(
債
値
)
量
は
そ
れ
と
異
っ
た
可
麓
資
本
(
償
値
)
量

と
な
り
、
借
剰
債
値
(
債
値
)
量
は
そ
れ
と
異
っ
た
齢
剰
償
値
(
債
値
)
量
E
な
り
、
従
っ
て
、
一
、
静
剰
債
倍
率

轄

諮

問

は

そ

れ

と

異

っ

た

鐸

諸

税

と

な

り

、

二

、

利

潤

率

引

盟

諸

}

担

鯖

劃

司

は

そ

時
岬
蛍
古
凪
爵
(
市
凪
恭
)

判
闘
酬
洲
副
劇
引
判
断
州
洲
副
創
刊
・
と
な
り
、
又
、
一
二
、

れ
と
異
っ
た

一
定
額
(
貨
管
室
で
言
ひ
あ
b
は
し
た
る
)
の
費
本
の E日

剰消寧平均にようて其白交換カが債値かb圏在札る事となるのは、商品のみに
限らず、貨幣もさうである。利潤率平均白結果4・J叶白有ナる交換カを準生産
債格と呼ぶとすれば、マルクスの生産債格は商品。準生産債格E員幣の準生
産債格で除したるものに等しいわけである。

3) 



意
味
す
る
所
の
債
値
量
も
異
っ
て
来
る
。
(
比
の
最
後
の
勤
は
w

車
に
粧
越
の
序
に
言
及
せ
る
に
過
ぎ
争
。
)
而
し

て
、
費
本
家
的
生
産
の
所
謂
本
質
が
業
の
ま
ま
行
は
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
生
子
る
で
あ
ら
う
所
の
結
果
を
展
開
し
、

そ
れ
を
基
礎
と
し
て
そ
れ
に
利
潤
率
卒
均
の
作
用
を
十
分
に
及
ぼ
す
事
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
結
果
は
、
斯
〈
の

如
き
費
本
家
的
生
産
の
所
謂
本
質
的
な
る
姿
を
先
づ
展
開
す
る
事
な
く
、
直
接
に
個
々
の
費
本
家
が
可
及
的
高
率

の
利
潤
率
を
目
F
し
て
生
産
を
行
っ
て
ゐ
る
酷
だ
け
ぞ
考
慮
に
入
れ
て
展
開
さ
れ
た
る
結
果
と
一
致
し
て
ゐ
る
。

此
の
事
は
、
慣
値
を
考
慮
に
入
れ
や
と
も
賓
本
家
的
生
産
の
構
造
を
分
析
す
る
に
何
等
の
支
障
の
無
い
事
、
及
び
、

慣
値
の
問
題
は
特
定
の
立
場
か
ら
の
意
味
付
け
問
題
で
あ
っ
て
、
上
に
過
べ
る
如
さ
諸
貼
を
充
分
に
考
慮
に
入
れ

岬
の
な
ら
ば
ぷ
四
値
の
悶
嗣
を
掛
り
λ
れ
で
も
誤
認
を
燕
し
は
し
な

h¥
柚
明
言
す
れ
ば
、
勢
働
償
値
説
mw
桁
き
つ
ま
ト
，

は
生
じ
な
い
、

事
を
意
味
す
名
。

然
る
に
、
高
回
数
授
に
よ
れ
ば
、
利
潤
率
卒
均
の
結
論
を
充
分
に
抽
き
出
す
と
、
勢
働
債
値
設
は
行
き
つ
ま
ら

r
d

る
を
得
な
い
、
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
数
授
設
の
根
蟻
を
吟
味
し
、
そ
れ
に
封
し
卑
見
を
趨
ペ
た
。

そ
れ
は
斯
う
で
あ
る
。

「
教
授
の
批
舛
は
、
利
潤
事
平
均
の
結
論
を
充
分
に
抽
曹
出
す
と
、
一
、
均
衡
的
再
生
産
は
必
然
的
に
不
可
能
と
な
り
、
二
、
一
々
の
商
ロ
聞
の
債

格
は
無
限
に
一
償
値
か
ら
離
れ
、
又
、
商
品
の
緯
韓
の
慎
値
と
そ
の
債
格
と
も
無
限
に
柑
離
れ
る
、
と
言
ふ
鈷
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
所
が
、
先
づ
、

第
一
の
論
匙
を
見
る
に
、
そ
の
論
詮
に
は
、
利
潤
卒
の
平
均
の
矯
め
債
値
か
ら
背
離
ナ
る
事
と
な
る
所
の
生
産
債
格
は
其
の
商
品
債
値
を
構
成
し
た

る
債
値
部
分
に
臆
じ
て
按
分
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
事
が
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」
「
突
に
第
二
の
論
勤
を
見
る
に
、
其
の
論
詮
に
は
、
第
一
の
論
射
の
論
詮

に
於
け
る
加
害
利
潤
率
四
平
均
の
矯
め
債
値
か
ら
背
離
す
る
事
と
な
る
所
の
生
産
債
格
が
英
の
商
品
債
値
を
構
成
し
た
る
債
値
部
分
に
臆
ヒ
て
按
分

一
平
均
利
潤
率
再
論

第
三
十
六
巻

入
五
五

第
五
就

五



第
三
十
六
巻

き
れ
る
と
一
吉
ふ
想
定
は
前
提
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
生
産
手
段
は
い
づ
れ
の
生
産
部
門
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
も
一
様
に
生
産
手
段
の
生
産
債

格
の
そ
白
一
償
値
か
ら
の
背
離
率
に
際
じ
で
償
値
か
ら
背
躍
し
、
融
労
働
者
白
必
要
生
活
資
料
は
い
づ
れ
の
生
産
部
門
に
用
ひ
ら
れ
る
勢
働
者
の
そ
れ
も

一
様
に
消
費
等
段
の
生
産
債
格
の
そ
の
債
値
か
ら
の
背
離
寧
に
感
じ
て
債
値
か
ら
背
離
す
る
も
の
と
な
う
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
新
〈
白
知
〈
、
利

潤
寧

ρ
一
平
均
回
目
録
め
生
産
手
段
の
慣
格
も
肺
労
働
者
の
必
要
生
活
資
料
の
償
絡
も
債
値
か
ら
背
離
し
て
も
、
鈴
剰
債
値
量
は
依
然
と
し
て
獲
化
は
無
い

と
言
ふ
事
が
前
挺
さ
れ
て
ゐ
る
。
」
「
然
る
に
、
若
し
、
そ
札
等
の
前
提
を
置
か
な
い
と
す
れ
ば
、
:
・
:
:
利
潤
率
平
均
の
結
果
を
十
分
陀
考
~
抜
い

て
も
、
均
衡
的
単
純
再
生
産
の
傑
件

J
H
J
+
F
は
保
た
れ
、
一
々
の
商
品
の
償
格
の
慣
値
か
ら
の
背
離
に
は
一
定
の
限
度
が
あ
り
、
又
、
商
品

の
組
憾
の
償
値
と
そ
の
一
償
絡
止
は
常
然
一
致
す
る
の
で
あ
り
、
合
同
国
教
授
の
指
摘
せ
ら
れ
る
如
き
困
難
は
生
じ
な

v
o

し
て
見
れ
ば
、
教
授
白
指
摘

せ
ら
れ
た
悶
雛
は
刺
潤
端
午
の
平
均
其
の
事
か
ら
来
た
事
で
は
な

t
、
教
授
の
附
加
さ
れ
た
限
定
か
ら
来
て
ゐ
る
事
は
明
b
で
あ
る
O
心

J
a
-
-
3
w
t
b

に
)
第
一
巴
論
詰
め
場
合
に
援
用
さ
れ
た
刑
限
定
は
、
生
産
手
段
宇
一
労
働
者
自
必
要
主
活
資
料
が
其
の
生
産
債
格
以
外
の
債
格
を
以
ヲ
て
寅
買
さ
札
る

事
在
意
味
す
る
の
E
あ
る
か
ら
、
許
さ
れ
難
い
。
叉
第
二
の
論
詮
の
場
合
に
援
用
さ
れ
た
仮
定
は
、
祉
合
的
生
産
物
の
総
債
絡
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る

場
合
、
生
産
償
格
の
支
配
白
魚
め
に
枇
合
的
生
産
物
中
の
一
部
分
(
生
産
手
段
及
び
勢
働
者
の
必
要
生
活
資
料
に
常
る
部
分
)
の
生
摩
低
格
が
そ
の
償

値
か
ら
背
離
す
る
事
に
な
れ
ば
、
そ
の
背
離
償
値
草
は
、
他
方
市
川
社
曾
的
生
産
物
白
他
の
部
分
の
生
産
債
絡
が
そ
白
一
恨
値
か
ら
反
封
の
方
向
に
背
離

す
る
事
に
よ
ヨ
て
補
充
さ
れ
る
は
づ
で
あ
る
か
ら
、
許
さ
れ
難
円
。
L

敷
授
の
反
駁
は
此
の
最
後
の
賄
、
部
ち
、
数
授
の
前
提
さ
れ
た
所
の
二
つ
の
限
定
は
い
づ
れ
も
許
さ
れ
難
い
ど

な
し
た
貼
に
封
し
て
鴻
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
反
駁
の
衣
に
は
、
在
の
積
極
的
主
張
に
劃
す
る
批
判
が
遮
ペ

反
駁
及
び
批
判
の
前
に
連
ペ

平
均
利
潤
翠
持
論

八
五
六

第
五
時
訓

-
一
六

以
下
項
を
分
っ
て
散
授
の
反
駁
及
び
批
判
を
玩
味
す
る
事
に
す
る
。

ら
れ
た
敢
授
の
所
謂
立
場
に
は
其
の
際
断
片
的
に
論
及
す
る
に
止
め
る
で
あ
ら
う
。

ら
れ
て
ゐ
る
。

二
、
私
の
救
援
読
批
判
に
劃
す
る
教
授
の
反
駁

敷
授
の
反
駁
は
二
つ
の
鈷
に
劃
し
て
品
局
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
は
、
数
授
の
前
提
さ
れ
に
第
一
の
蝦
定
仁
闘
す
る
も

掛i稿ー平均利潤論」前摘、 99-102頁。4) 



の
で
あ
り
、
，
二
は
、
第
二
の
偲
定
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
?

一
、
「
第
一
の
論
語
の
場
合
に
援
用
さ
れ
た
偲
定

|
1
一
商
品
の
生
産
債
格
は
営
該
商
品
の
債
値
構
成
部
分
に
、

そ
の
太
3
に
臆
じ
て
按
分
さ
れ
る
、

L
」
言
ふ
恒
定
ー
ー
は
、
生
産
手
段
や
勢
働
者
の
必
要
生
活
資
料
が
業
の
生
産

債
格
以
外
の
債
格
を
以
て
貰
賀
さ
れ
る
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
許
さ
れ
難
い
」
と
の
卑
見
に
劃
し
て
、

数
授
は
反
駁
し
て
次
の
様
に
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
日
〈
、
「
何
故
に
許
さ
れ
が
た
い
の
で
あ
る
か
0

・
私
は
か
つ

て
の

?
y
ク
ス
批
評
に
於
て
、
内
在
的
批
判
を
試
み
る
こ
と
を
明
言
し
て
ゐ
る
、
:
;
而
し
て
7

Y
ク
ス
の
利
潤

帯
平
均
の
説
明
は
憤
備
会
基
準
と
し
て
定
ワ

τ
生
産
手
段
?
苧
争
責
料
が
債
値
に
於
て
買
は
れ
た
る
も
の
と
し
て
)
出
費
し
て
ゐ

る
。
私
が
利
潤
卒
平
均
と
再
生
産
の
潜
行
E

ど
の
閥
保

Lr一
時
ふ
る
に
常
り
、
内
在
的
批
判

ω立
場
に
立
つ
限
旬
、

底
?
y
グ
ス
の
出
畿
の
仕
方
を
認
容
し
、
ぞ
れ
に
追
随
す
石
の
は
営
然
の
こ
と
で
あ
ふ
。
」

此
の
反
駁
は
、
利
潤
幸
平
均
の
説
明
に
債
値
を
基
準
と
し
て
(
従
づ
て
生
産
手
段
中
生
活
資
料
が
慣
値
に
於
て
買
は
科
た
る
も

のと
L

て
)
出
費
せ
ら
れ
た
事
其
の
事
を
在
が
「
詐
さ
れ
が
た
い
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
.
営
然
で
あ
ら
う
。

然
し
、
在
は
嚢
の
論
文
の
何
鹿
に
於
て
色
、
利
潤
宰
平
均
の
設
明
に
債
値
を
基
準
と
し
て
出
費
せ
ら
れ
た
事
其
の

事
営
「
許

3
れ
が
た
い
」
と
言
は
な
か
っ
た
つ
色
り
で
あ
る
。
否
、
在
自
身
、
利
潤
峯
卒
均
の
説
明
に
債
値
を
基
準

左
し
て
出
愛
す
る
方
法
も
と
っ
て
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
在
が
「
許
さ
れ
難
い
」
と
な
し
た
の
は
、
利
潤
宰
平
均
の

説
明
に
債
値
を
基
準
と
し
て
出
愛
す
石
事
其
の
事
で
は
な
く
、
利
潤
宰
平
均
に
よ
っ
て
債
低
か
ら
背
離
せ
る
生
産

債
格
が
成
立
し
、
従
っ
て
、
生
産
手
段
や
勢
働
力
の
債
格
に
修
正
が
加
へ
ら
れ
る
事
に
な
る
場
合
、

業
の
修
正

平
均
利
潤
宰
再
論

第
一
一
プ
ヤ
六
巻

七

八
五
七

第
五
披

高田教授.前端、 30 1頁。5) 



平
均
利
潤
率
再
論

第
三
十
大
拳

凡
五
凡

i¥. 

第
五
務

を
生
産
債
格
の
理
論
を
貫
い
て
、
「
生
産
手
段
は
い
づ
れ
の
生
産
部
門
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
も
一
様
に
生
産
手
段
の

生
産
債
格
の
そ
の
債
値
か
ら
の
背
離
宰
に
膳
じ
て
債
値
か
ら
背
離
し
、
勢
働
者
の
必
要
生
活
資
料
は
い
づ
れ
の
生

産
部
門
に
用
ひ
ら
れ
る
勢
働
者
の
そ
れ
も
一
環
に
消
費
手
段
の
生
産
債
格
の
ぞ
の
債
値
か
ら
の
背
離
率
に
鹿
じ
て

一
商
品
の
生
産
債
格
を
、
営
議
商
品
の
商
品
債
値
を
構
成
し
た
る

債
値
か
ら
背
離
す
る
」
も
の
と
す
る
事
な
〈
、

憤
値
部
分
に
膳
じ
て
按
分
し
て
ゐ
ら
れ
る
事
で
あ
る
、
却
も
、
例
へ
ば
、

国珂恒『
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明
雌
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岬
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hr
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吋
串

H
E
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日
目
白
品

日
品
目
】
四
吋
∞
{
}

(
第
一
次
の
)
生
産
債
格
成
立
に
よ
っ
て
生
中
る
生
産
費

で
あ
る
場
合
の
、
此
の
第
一
衣
の
利
潤
率
卒
均
従
っ
て

(
債
撃
の
鍵
化
を

2岡 【

U

引
濃
路
M
背
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市
岡
叢
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目
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∞
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J
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l
f
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品
。
国

H
(
F
ヨ
l
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M】
U
E
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a
J
r
g
戸、)

(
料

l
対
)
品
川
畑
附
頭
葉

2
凶
叫

H
司
自

臼
】
斗
臼

H
F目

]

J

「
白
日

同
町
回
申
岳

骨
神
港

-B{酎
(
頭
骨
酔
)

】
目
白
品

H
E
M唱
言
、

由
市
山

H
U
E
s
-内目、

(滋

l
対
)
川
間
隔
強
訴

ロ
】
凶
国

HM-rz

日
】
叶
M
U
M
-
内自



ロト
~ 

a-岳山4u
司ヨ

】
串
出
品

戸
叶
巴
印

申
凶

2
3

と
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
敢
授
の
反
駁
は
此
の
私
の
批
判
に
劃
し
て
は
、
あ
た
ら
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

教
授
の

?
y
ク
ス
読
批
判
の
第
二
の
論
酷
の
論
謹
に
は
、
此
の
第
一
の
論
結
の
論
謹
の
場
合
援
用
さ
れ
た
般
定

は
取
り
去
ら
れ
て
ゐ
る
。
業
の
事
に
言
及
し
て
私
は
、
「
(
教
授
白
)
第
二
の
論
詰
を
見
る
に
、
そ
の
論
語
に
は
・

利
潤
率
の
平
均
の
矯
め
慣
低
か
ら
背
離
す
る
事
と
な
る
所
の
生
産
債
格
が
其
の
商
品
債
値
を
構
成
し
た
る
債
値
部

八
?
に
臆
じ
て
按
分
さ
れ
る
と
言
ふ
想
定
は
前
提
S
れ
て
ゐ
な
い
」
と
謹
ベ
て
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
劃
し

て
敢
授
は
、
「
こ
れ
は
何
か
の
誤
解
で
は
な
い
か
、
在
は
決
し
で
、
問
題
と
せ
ら
れ
た
る
想
定
を
す
で
て
ゐ
る
の
で

は
は
ド
L
土
民
臥
し
て
め
ら
れ
品
。
叫
加
し
錨
一
一
の
諭
貼
の
論
調
仁
川
献
し
て
動
授
は
、
「
館
五
部
門
的
↑
費
本
卸
値
値
ド

於
け
る
構
成
は
・
:
:
む
u
n
+
?
で
あ
る
が
、
そ
の
債
格
(
に
於
げ
る
)
構
成
は
(
ど
が
不
援
資
本
、
，
v
が
可
鍾
責
本

を
示
す
も
の
と
す
る
)
衣
式
の
如
く
で
あ
ら
'
岡
山
0

」
と
言
っ
て
、

う

時

制

吋

-

-

師

、

d
u
x
凶

Eiy、
+
会
V
A

凶
叫
叫
V

4

、H
U
H

吋号、+雪、

な
る
一
の
式
を
示
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
幻
一
却
は
生
産
手
段
の
債
格
の
債
値
か
ら
の
背
離
峯
で
あ
り
、
山
一
m
は
崎
労
働
者

生
活
手
段
の
債
格
の
債
低
か
ら
の
背
離
宰
で
あ
る
。
所
謂
第
玉
部
門
の
生
産
物
の
債
格
の
債
値
か
ら
の
背
離
宰
は

幻
一
仰
と
な
っ
て
ゐ
る
。
者
し
、
「
決
し
て
、
問
題
と
せ
ら
れ
た
る
(
第
一
の
)
想
定
を
す
て
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
」
の

で
あ

富三
IJ-

x ‘ 

吋品
‘、、

主此
x の
sla式
合は

c> 。
+ 
<0 

平
均
利
潤
率
再
論

第
三
十
六
血
管

八
五
九

第
五
務

九

高田教授、前摘、 31貰
高田教授i-=2")レクス倶値論四慣値論J(論議第三一f港第一貌)84頁及び、同教
授著「労働債値設D吟味J107頁
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平
均
利
潤
率
再
論

第
三
十
六
巻

八
六
O

第
五
就

O 

と
き
る
べ
き
で
は
な
か
っ
七
ら
う
か
。
散
授
の
式
を
頼
、
り
に
、
第
一
の
偲
定
は
取
ち
去
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ

.
る
の
は
、
譲
み
方
が
足
り
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。

数
授
は
そ
の
「
立
場
」
を
説
明
す
る
に
際
し
て
、
「
債
格
を
基
準
と
し
て
利
潤
率
の
卒
均
一
か
行
は
る
る
も
の
と
す
る

と
き
に
は
、
言
は
ぱ
修
正
せ
ら
れ
た
る

?
y
ク
ス
的
立
場
に
立
ウ
と
き
に
は
、
私
の
最
初
の
論
貼
は
取
除
か
れ

る
」
と
き
同
び
、
又
、
私
の
積
極
的
主
張
。
ぽ
批
判
す
る
に
際
し
て
、
寸
慣
伎
と
慣
格
と
が
背
離
し
て
ゐ
る
と
き
に
、
第

一
夫
の
平
均
に
よ
る
債
格
に
於
て
寅
買
が
如
何
に
じ
て
順
調
に
行
は
る
る
か
、
而
し
て
如
何
に
し
て
第
二
火
の
平

均
が
行
は
れ
う
る
か
。
之
を
行
は
れ
う
る
と
す
る
こ
と
が
、
不
合
理
で
め
る
と
思
川
町
」
と
言
っ
て
ゐ
ら
れ
名
。

こ
れ
は
、
債
格
を
基
準
と
し
て
利
潤
率
の
平
均
の
行
は
れ
る
場
令
は
別
で
あ
る
が
、
債
値
を
基
準
と
し
て
利
潤
宰

の
卒
均
が
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
た
と
へ
第
一
の
論
貼
の
論
謹
に
際
し
援
用
さ
れ
た
偲
定
を
と
り
去
る
と
し
て
も

第
二
次
の
利
潤
率
卒
均
に
よ
る
債
格
に
於
げ
る
責
買
は
順
調
に
行
は
れ
得
な
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
第
二
女
第

三
夫
の
平
均
も
行
は
れ
得
な
い
、
と
言
っ
て
居
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
債
値
を
基
準
と
し
て
利
潤
謹
一
・

の
平
均
の
行
は
れ
る
場
合
l
l
s即
ち
、
未

r債
格
を
基
準
と
す
る
利
潤
容
の
卒
均
(
第
二
次
以
下

εの
行
は
れ
玄
る

以
蔚
|
|
に
、
此
の
第
一
次
の
平
均
仁
よ
る
債
格
に
於
り
Z
責
買
は
、
数
授
の
第
一
の
論
貼
の
論
語
の
際
援
用
さ

れ
た
る
仮
定
を
取
除
〈
限
り
、
順
調
に
行
は
れ
得
る
、
と
言
ふ
事
は
、
在
の
示
し
た
例
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ

り
、
従
っ
て
、
そ
こ
を
「
牽
照
」
せ
ら
れ
る
様
に
附
記
し
て
居
い
た
の
市
あ
る
。
念
の
潟
め
、
今
、
さ
き
耐
例
に
つ

き
、
債
値
を
基
準
と
し
て
第
一
究
の
利
潤
率
平
均
の
行
は
れ
る
場
合
、
従
っ
て
〔
第
一
突
の
)
生
産
債
格
の
成
立
す
る

高回数授r...，レタスに於ける平均利潤率」前掲、日頁
タ'" 33頁
前掲拙稿、 101頁
本稿本誌、 28頁

8) 
9) 
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場
合
に
於
け
名
、
二
生
産
部
門
聞
の
闘
係
を
見
る
に
、

ー

U

明
漣
同
法
(
窟
葉
)

串
{
}
∞
回
目
合
同
、

刊
明
醐
細
浦
券
会
凪
訴
)

∞∞日
7
H
a
J

、

晴
時
塑
曲
細
菌
(
施
設
)

巴由
{
}
H
E
M
、、

。{]臼

H
E
M
、、

と
な
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
凶

E
H円
H

、H
g
H
3
+
z
a
f
-
-、
、
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
責
買
は
順
調
に
行
は
れ

回圃

同
{
)
品
一
戸

H
♂、

町山町一

}
H
H
J
、

得
る
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。

-刷、
•. 

「
第
二
の
論
説
の
場
合
に
技
用
3
れ
に
蝦
定
は
・
:
・
・
許
3
・
れ
難
い
。
」
「
一
世
曾
的
生
産
物
の
融
債
値
一
か
輿
へ

ら
れ
て
ゐ
芯
場
合
、
生
産
慣
格
の
支
配
の
織
に
枇
曾
的
生
産
物
巾
の
一
部
分
定
度
cham
阿
及
伊
勢
働
者
円
必
契
ー
位
協
資
料
い
れ

の
生
産
債
格
が
そ
の
債
低
か
ら
背
離
す
る
事
に
な
れ
ば
、
そ
の
背
離
債
値
量
は
、
他
方
で
世
曾
的
生
産

営
る
部
分
)

物
の
他
の
部
分
の
生
産
債
格
が
そ
の
債
値
か
ら
反
調
の
方
向
に
背
離
す
る
事
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
は
づ
で
あ
る

か
ら
、
」
と
の
卑
見
に
劃
し
て
、
数
授
は
反
駁
し
て
、
次
の
様
に
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
「
在
が
齢
剰
債
値
を
一
定
の

も
の
と
し
て
ゐ
る
の
は
あ
ま
り
に
営
然
の
こ
左
で
あ
る
。
此
問
題
を
扱
へ
る
ヅ
ガ
ン
色
、

ポ

Y
ト
キ
イ
グ
イ
タ
チ

も
、
又
7

Y

ク
ス
主
義
者
の
多
〈
色
皆
さ
う
し
て
ゐ
る
。
柴
田
・
の
仮
定
こ
そ
は
あ
ま
り
に
非

?
y
ク
ス
的
の

色
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
:
:
:
債
値
債
格
の
相
殺
が
十
分
に
行
は
る
る
場
合
に
於
て
は
、
傍
剰
慣
値
量
が
何
故
に

撞
化
せ
。
さ
る
を
得
な
い
か
。
:
:
:
進
ん
で
言
ふ
。
〈
柴
田
の
)
見
解
が
如
何
で
あ
ら
う
と
も
、
費
本
の
総
量
と
資
本
構

成
と
飴
剰
僧
値
翠
・
と
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
於
て
(
マ
ル
ク
ス
白
利
潤
事
均
等
の
説
明
が
さ
う
で
あ
る
)
、
一
齢
剰
債
値
量
の

海
・
均
利
潤
率
再
論

第
三
十
六
巻

i¥. 
P、

第
五
披



平
均
利
潤
寧
再
論

第
三
十
六
血
管

八
六

第
五
銑

一一ー一

一
定
を
認
な
る
こ
と
は
、
内
在
的
批
判
で
あ
る
こ
と
を
標
梼
す
る
私
の
批
判
に
於
て
、
寧
ろ
営
然
す
ぎ
る
こ
と
で

あ
ら
う
」
と
。

Ha

時
掛
蛍
茄
爵
(
茄
爵
)

此
の
反
駁
は
、
資
本
の
線
量
信
事
左
、
費
本
の
(
慎
値
)
構
成
と
品
剛
乗
債
値
峯
(
副
劃
州
到
劃
骨
l

円
)
正
が
輿
へ

ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
於
て
も
、
利
潤
宰
平
均
の
問
題
を
取
扱
ふ
に
際
し
て
は
傍
剰
債
値
損
害
債
値
は
、
出
吋
瀬
崎

ぶ
れ
(
副
酌
)
X
議
中
盟
問
相
(
時
騨
吋
鍋
開
山
)
で
な
〈
な
川
。
、
そ
れ
主
一
還
し
に
の
は
「
許
お
れ
難
い
」
、
と
私
一
事

し
主
帰
し
た
の
マ
あ
る
な
ら
ば
、
誠
に
常
俄
で
あ
る
V

然
し
、
私
法
轟
の
論
文
の
何
隠
い
い
Mr
て
-
色
、
利
潤
率
平
均

の
問
題
の
最
初
の
出
後
貼
左
な
る
べ
き
、
可
聾
費
本
宙
空
量
、
不
麗
資
本
宿
署
量
、
又
は
、
徐
剰
債
値
(
債
値
)
量

の
何
れ
か
が
、
利
潤
率
卒
均
の
説
明
に
際
し
て
麗
化
を
受
け
る
、
な

E
と
は
、
言
は
な
か
っ
た
つ
も
h
で
あ
る
。

否
、
現
自
身
、

利
潤
峯
平
均
の
詑
明
に
際
し
て
は
、
奥
へ
ら
れ
た
る
ま
ま
の
不
麗
費
本
高
値
)
量
、
可
獲
資
本

量
、
及
び
、
齢
剰
慣
値
F

俣
値
d

量
、
を
そ
の
ま
ま
に
基
礎
と
し
て
、
出
費
し
て
ゐ
る
。
私
が
「
許
き
れ
難
い
」
と
な

し
た
の
は
、
利
潤
宰
平
均
の
問
題
の
出
礎
知
に
於
げ
る
偉
剰
債
値
(
債
値
}
量
が
輿
へ
ら
れ
た
る
ま
ま
の
も
の
と
さ

れ
て
ゐ
る
事
其
の
事
で
は
な
〈
、
利
潤
宰
平
均
に
よ
っ
て
債
値
か
ら
背
離
せ
る
生
産
債
格
が
成
立
し
、
従
っ
て
、

生
産
手
段
や
叫
労
働
力
の
慣
格
が
其
の
債
値
か
ら
背
離
す
る
場
合
、
世
舎
的
生
産
物
(
生
産
手
段
及
び
傍
働
者
の
必
要
生
活
資

料
は
そ
の
う
ち
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
)
の
債
値
が
一
定
で
あ
る
以
上
、
貨
幣
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
が
祉
曾
的
施

費
本
の
平
均
的
債
値
構
成
と
等
し
い
場
合
に
は
、
世
曾
的
生
産
物
中
の
他
の
部
八
庁
長
剰
償
問
植
を
以
ワ
で
購
入
さ
る
べ
き
諸

商
品
〉
の
生
産
債
格
は
、
従
っ
て
、
債
剰
債
値
寄
せ
は
、

生
産
手
段
及
び
勢
働
カ
の
債
格
が
其
の
債
値
か
ら
背
離

高回数授、前掲、 3
'
-2頁12) 



せ
る
量
だ
け
、
反
劃
の
方
向
に
其
の
債
値
(
償
値
と
し
て
の
儲
剰
債
値
)
か
ら
背
離
す
る
は
づ
で
あ
る
の
に
、
ぞ
れ
が
看

過
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
事
で
あ
る
、
卸
ち
、
例
へ
ば
、

伺同

担
割
蜘
鵬
持
勢
(
苅
爵
)

品
{
)
品
目

Hun-

回
{
}
凶
】

iHnM

回同

副
『
哨
棚
同
岬
M
T
(
一頭-一酎〉

∞申∞

H
，J

印
山
由
リ
♂

務
遺
骨
酬
爵
(
諭
爵
)

口
M74HUE-

2
1
F
H
E
M
 

M

芝
山
直
刷
官
w
h
(
惑
爵
〉

M
M
・J『
凶
斗
回
吋
臼

除
Mm苅
恭

司
】
回
目

H-ME

碍

掴

瞬

間

官

同

D
-
u
坦∞
C
C
品目》臣、

。
坦
∞
阿
国
∞
U

よ∞
r
ヨ、

割
問
伊
市
周
爵

申
白
由
叫

日
目
白
品

出
自
・
白

]54∞坦

日
H
，H
臼

u
t
E

で
あ
る
場
合
の
、
此
の
第
一
矢
の
利
潤
率
平
均
従
っ
て
(
第
一
突
の
)
生
産
慣
格
成
立
に
よ
っ
て
生
宇
る
生
産
費
(
債
管

従
っ
て
憐
剰
償
値
復
活
の
謎
化
佐
、

回・l

制
協
同
市
対
(
苅
設
〈

由
{
)
恒
凶

u
f
-
J回
、

回同

N-AFHus-v目、

と
せ
宇
に
、

回同

U
官
邸
同
岬
日
宵
(
蔵
葉
)

品
(
}
∞
凶

H
M
f
ヲ臣、

同

同志
H
H内
自
臣
、

こ"-ρ ‘己I

r時11
_<. ;:Lt.t 

~'う".
函〆ヘ

E割
当官、J

回
目

U
H
J
t言
、

判
蜘
醐
刷
崎
N
甘
(
惑
骨
酔
)

∞∞
-
u
J
r
E
、

即
日
由

H
〈
闘

f
z
、

お
蛍
AM
声
〈
苅
設
〉

己申
{

)

H

(

司自
1
3
司自、
l
d
r
F
S
J

a
q
u
H
(
F
U
3
1
3
司自、
l
d
r
E
J

ポ
芯
訓
官
}
叩
血
判
官
次
〈
苅
業
〉

(
3
2
1
自国

rzk)は『
H
問
団
M
h
i
g
r宮
、
)

3
司自、+，
J
r
E
、+♂司自、十，
J
r
自、

時
時
塑
市
周
爵
(
均
四
葉
)

ロ∞回目ヨ回

ボ
芯
法
謡
附
官
W
臥
〈
論
叢
)

由
記
リ
ヨ
時

31 
+1 

fli 
+ 

F 

と
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
従
っ
て
上
惑
の
意
味
に
於
て
な
ら
ば
、
散
授
の
反
回
収
は
嘗
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

数
授
は
‘
在
の
積
極
的
主
張
に
聾
す
る
批
判
の
序
に
、
「
今
年
の
各
部
門
の
生
産
物
の
債
値
が
前
年
度
の
生
産
債

格
で
あ
る
と
言
ふ
論
壌
は

E
こ
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
:
:
:
(
柴
田
の
餓
剰
債
値
(
債
格
)
は
)
所
謂
基
礎
債
格
(
所
調
前
年

度
の
生
産
債
格
)
か
ら
生
産
手
段
及
び
生
活
資
料
事
働
者
白
)
の
債
値
(
償
格
or--
柴
田
)
を
引
き
去
っ
た
部
分
:
:
で
あ

平
均
利
潤
牽
再
論

第
三
十
六
巻

第
五
時
硯

一一一

八
六



第
三
十
六
巻

る
ι

何
故
に
き
う
で
あ
る
か
が
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
」
と
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
は
、
第
二
の
論
結
の
論

平
均
利
潤
率
再
論

人
六
回

第
五
時
凱

四

謹
に
際
し
敬
授
の
援
用
さ
れ
た
偲
定
に
劃
す
る
私
の
批
判
に
鯛
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ゐ
。
然
し
、
私
が
渇
し
た
批

「
枇
舎
的
生
産
物
の
綿
債
値
が
輿
へ
れ
て
ゐ
る
場
合
、
生
産
債
格
の
支
配
の
鴻
め
に
祉
曾
的
生
産

判
の
論
蝶
は
、

物
中
の
一
部
分
(
生
産
手
段
及
び
抽
労
働
者
の
必
要
生
活
資
料
に
常
る
部
分
)
の
生
産
債
格
が
そ
の
慣
値
か
ら
背
離
す
る
事
に
な
れ

ば
、
そ
の
背
離
儲
値
量
は
、
他
方
で
一
枇
曾
的
生
産
物
の
他
の
部
分
の
生
産
憤
格
が
そ
の
慣
値
か
ら
反
濁
の
方
向
に

岨
円
雌
寸
る
事
に
よ
っ

τ、
仙
沼
ゴ
れ
る
は
づ
で
あ
る
か
ら
し
と
地
ぺ
、
氏
一
齢
「
物
論
、
貨
幣
Jh
慌
値
か
ら
背
離
し
拘
州
ο

が
故
に
、
然
る
場
合
に
は
、
会
睦
の
債
値
一
か
異
っ
た
債
格
で
呼
ば
れ
る
事
に
な
る
が
、
然
し
そ
れ
は
、
金
樺
債
値

の
う
ち
ど
れ

rけ
の
部
分
が
偉
剰
債
値
l
|
'本
稿
の
用
語
に
従
へ
ば
傍
剰
債
値
(
債
格

)
1ー
と
な
る
か
、
左
言
ふ

問
題
に
は
影
響
し
な
い
か
ら
、
別
に
問
題
と
な
ら
な
い
」
と
こ
と
わ
っ
て
、
利
潤
率
卒
均
に
よ
る
貨
幣
の
捧
生
産

債
格
の
債
値
か
ら
の
背
離
の
問
題
を
、
一
躍
捨
象
し
て
・
お
い
た
の
で
あ
る
。

敢
授
は
、
鈴
剰
債
値
(
債
替
が
葉
の
債
低
か
ら
背
離
す
る
と
言
ふ
事
に
閲
す
る
在
の
論
謹
に
封
し
て
、
「
前
後
の

主
張
に
矛
盾
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
と
き
へ
思
ム
。
(
イ
)
(
?
|
|
柴
田
)
た
と
へ
ば
第
五
次
の
平
均
に
於
て
は
、
傍
剰
債
値

宰
は
近
似
的
に
言
っ
て
二
二
五
叫
円
で
あ
る
は
十
で
あ
る
。
第
一
次
二
究
三
究
等
の
不
捷
資
本
可
護
資
本
の
債
値
は

盤
化
な
き
は
?
で
あ
る
。
さ
う
で
あ
れ
ば
、
鈴
剰
償
値
一
は
第
一
次
の
ま
ま
に
つ
づ
〈
は
や
で
あ
る
。
」
と
言
っ
て
ゐ
ら

れ
る
。
私
は
齢
剰
債
値
(
債
値
V

が
動
〈
と
言
ふ
撲
な
事
は
ど
こ
に
色
言
は
な
か
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
の
み
な
ら

際
世
協
世
仏
国
協
M

ー
で
は
な
〈
、
時
掛
盤
強
爵
(
建
設
)
で
あ
る
。
影
堂
前
酬
爵
(
蔵
前
)

村

叫

漉

滅

勢

(

窟

爵

〉

!

川

副

刷

詞

副

司

副

叫

鴎

蹄

卦

(

空

中

)

A
V
此
の
場
合
の
「
傍
剰
債
値
率
」
は
、

高田教授、前橋、 34頁
拙稿J平均利潤論J前掲、 IOI-2頁
クタ 98頁
高岡教授、前掲、 34頁。同様ι事は32頁にも見ょられる。

13) 
14) 
15) 
16) 



値
は
在
の
掲
げ
た
例
の
場
合
に
は
遇
々
鎚
鵠
錯
す
値
と
一
致
し
て
ゐ
る
け
れ
E
も
、
雨
者
は
異
つ
に
も
の

と
な
り
得
る
の
で
あ
る
(
本
稿
第
三
項
第
三
塞
照
)

O

可
盤
資
本
主
)
に
錨
摺
鵠
す
乗
守
る
事
に
よ
っ
て

像
剰
債
値
戸
債
値
)
を
求
め
る
事
は
、
論
理
的
に
諜
り
で
あ
る
ば
か
り
で
な
〈
、
主
の
場
合
に
は
、
載
の
上
で
の
誤
り

と
も
な
る
で
あ
ら
う
。
敢
授
は
、
私
の
積
極
的
主
張
に
封
す
あ
批
判
に
際
し
て
、
「
柴
田
:
:
:
は
w
E

の
場
合
の
取
扱
に

於
て
債
値
と
債
格
左
を
協
同
し
て
ゐ
-EE--

る
:
:
:
投
資
額
;
は
そ
の
立
場
か
ら
見
て
債
格
綿
量
で
あ
名
・
・
:
さ

う
す
る
土
、

:
:
・
可
麗
資
本
(
量
)
;
:
は
営
黙
に
債
格
で
め
る
。
然
ら
ば
純
利
潤
を
可
典
型
資
本
の
慣
格
を
以
て
除

す
る
こ
と
に
よ
り
倖
剰
慣
値
率
伝
求
め
・
'
た
る
仕
方
は
、
金
〈
債
値
と
債
格
と
を
浪
同
の
上
に
立
ワ
も
の
と
思

ん
し
ら
っ
叩
め
ら
れ
る
。
践
附
州
説
士
山
附
州
議
献
す
同
税
に
一
幹
剰
塁
率

L
4
4重
量

に

は
、
問
題
と
さ
る
べ
き
傍
地
が
充
分
に
あ
る
と
思
ふ
。
然
し
敢
授
御
自
身
色
、
本
稿
前
頁
の
引
用
句
に
よ
っ
て
明
か

で
あ
る
様
じ
、
斯
く
呼
ん
で
ゐ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
君
、
鎚
顎
踊
綿
一
を
職
時
編
蹄
V

様
に
「
骨
剰
償
値
率
」
と
呼
ぴ
は
し
た
も
の
の
、
可
盤
資
本
(
債
値
)
に
鎚
甥
…
轄
す
乗
じ
て
傍
剰
償
値
(
償
墜

を
求
め
る
様
な
、
「
全
〈
債
値
と
債
格
と
の
混
同
の
上
に
立
つ
」
事
は
し
な
か
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
「
債
値
左
債
格

と
の
混
同
」
と
は
何
慮
を
指
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
ち
う
か
。

三
、
私
の
積
極
的
主
張
に
劃
す
苔
救
援
の
批
判

私
の
積
極
的
主
張
に
劃
す
る
敢
授
の
批
輔
は
、
教
多
の
論
貼
か
ら
震
さ
れ
て
ゐ
忍
。
そ
の
う
ち
或
る
も
の
は
、

平
均
利
潤
率
再
論

第
三
十
宍
巻

A
大
正

第
五
披

一
二
五

高田教授、前掲、 35-6頁 t 

聞も向ほ依然として「像事l債値牽!と呼ん守ゐるのは、今の主とろ、ヨリ遁営
なる方法を見出 Li鼻ぎるからであるが、〉・づれは改め度〈思ってゐる。
夏に、教授の立場として示される所、内ir掲‘ 23頁jを凡ても同様になってゐ
る。
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平
均
利
潤
率
一
丹
論

第
三
十
大
巻

一
三
大

第
五
時
制

八
六
大

在
の
敢
授
詑
批
判
に
劃
す
る
反
駁
に
於
て
既
に
越
べ
ら
れ
た
も
の
、
又
は
反
駁
に
属
す
る
も
の
、
又
は
そ
れ
ら
と

直
接
閥
聯
せ
る
も
の
が
あ
る
。
之
等
は
す
べ
て
第
二
項
に
於
て
吟
味
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
従
つ
で
悲
に
は
某
他

の
論
結
の
み
を
着
み
る
事
に
す
る
。

-
、
私
が
可
及
的
高
率
の
利
潤
癌
TP-
目
5
す
L
」
か
可
及
的
高
率
の
齢
剰
債
値
率
を
目
r
d

す
と
か
言
っ
た
の
に
劃

し
て
。
「
可
及
的
高
率
の
除
刺
憤
値
卒
、
利
潤
率

Et日
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
日
F
し
て
ゐ
る
事
買
は
、
た
だ
、
鈴

剰
慣
値
奉
の
均
等
、
利
潤
奉
の
均
等
と
言
ふ
こ
と
で
め
る
。
:
:
品
来
芯
だ
け
多
く
の
飴
剰
慣
値
hr-
搾
取
す
る
と

言
ふ
の
な
ら
ば
:
・
:
勢
銀
全
出
来
る
だ
け
小
さ
〈
す
る
は
や
で
あ
る
の
に
、

そ
の
徐
地
は
全
然
な
い
。
各
財

一
軍
位
の
生
産
に
必
要
な
る
勢
銀
(
生
産
手
段
及
び
抽
労
働
カ
及
び
其
の
質
賃
霊
長
?
|
柴
田
)
は
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
、
こ
れ
は

す
で
に
傍
剰
慣
値
率
の
一
定
を
意
味
し
て
ゐ
る
」
と
言
ふ
批
判
。

各
資
本
家
が
可
及
的
高
率
の
偉
剰
債
値
峯
を
目
，
き
し
て
生
産
を
行
ふ
と
す
れ
ば
結
局
は
各
生
産
部
門
の
齢
剰
慣

値
奉
・
は
均
等
と
な
る
は
づ
で
あ
り
、
各
費
本
家
が
可
及
的
高
葱
一
・
の
利
潤
恋
一
を
目
ぎ
し
て
生
産
を
行
ふ
正
す
れ
ば
結

局
は
各
生
産
部
門
の
利
潤
宰
は
均
等
と
な
る
は
づ
で
あ
る
か
ら
、
前
者
の
場
合
の
均
衡
成
立
の
傑
件
に
は
傍
剰
債

値
恋
一
・
の
均
等
と
言
ふ
事
が
加
へ
ら
れ
、
後
者
の
そ
れ
に
は
刺
潤
宰
の
均
等
と
言
ふ
事
が
加
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
そ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
前
者
を
各
責
本
家
に
よ
り
可
及
的
高
宰
の
倖
剰
債
値
宰
を
目
r
d

し
て
行
は
れ
る
も

の
と
言
ひ
、
後
者
を
各
資
本
家
に
よ
り
可
及
的
高
率
の
利
潤
恋
?
を
目
F
し
て
行
は
れ
る
も
の
と
言
ふ
事
が
諜
b
L』

な
る
で
め
ら
う
か
。
又
、
生
産
係
数
と
貫
質
勢
賃
と
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
生
産
は
、
各
資
本
家
が
可

暴
論
濃
霧
番
警
守
勢
ィ

川

， 
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及
的
高
率
の
傍
剰
慣
値
率
ぞ
目
ぎ
し
て
そ
れ
念
行
ふ
と
言
ふ
仕
方
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
事
も
出
来
れ
ば
、
各
資
本

家
が
可
及
的
高
率
の
利
潤
宰
を
目
ゴ
し
て
そ
れ
を
行
ふ
と
言
ふ
仕
方
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
事
も
出
来
、
又
、
其
他

の
仕
方
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
事
・
6
出
来
る
。
こ
こ
に
、
何
を
目
F
し
て
生
産
が
行
は
れ
与
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て

匝
別
の
「
借
地
」
が
め
る
。
此
の
庖
別
の
借
地
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と
す
る
事
は
許
5
れ
な
い
で
あ
ら

‘3

3

 

4
J
A
μ
《zu

私
の
導
入
し
大
「
奉
礎
債
格
」
な
る
概
念
に
つ
い
て
。
教
授
は
「
こ
れ
は
?

y
ク
ス
経
済
事
の
範
曙
で
は
な

ぃ
、
営
然
説
明
ぞ
要
す
る
は
や
で
は
な
か
ら
う
か
。
而
し
て
、

い
と
も

u

(
部
嚇
償
制
刊
と
ー
で
柴
聞
の
判
明
げ

pr
所
以
コ

そ
れ
は
商
品
債
値
と
同
調
せ
ら
れ
て
ゐ
名
。
り
れ

附
に
個
倣
で
は
な
レ
。
前
年
肢
の
生
産
憤
格
で
め
る
L
K
控
意
し

て
ゐ
ら
れ
る
。

在
は
「
基
礎
債
格
」
な
る
概
念
を
導
入
し
た
。
勿
論
そ
れ
は
7

Y
ク
ス
経
持
率
の
続
晴
で
は
な
い
。
何
と
な
れ

ぱ
、
「
基
礎
債
格
」
な
る
概
念
は
、
利
潤
牽
の
平
均
の
結
果
債
値
か
ら
背
離
せ
る
生
産
債
格
が
成
立
し
、
従
っ
て
、

生
産
手
段
及
び
勢
働
者
の
必
要
生
活
費
料
が
債
値
か
ら
背
離
せ
る
生
産
債
格
で
貰
買
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る

事
の
結
果
を
考
へ
抜
く
場
合
の
銑
越
の
便
宜
上
、
在
の
中
導
入
し
た
も
の
で
あ
り
、

?
y
ク
ス
は
、
そ
れ
ぞ
考
へ
抜

〈
事
を
断
念
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
然
し
、
私
は
そ
れ
ぞ
「
商
品
債
値
と
問
視
」
し
て
は
ゐ
な
い
。
ぞ
れ
は
、

基
礎
債
格
と
し
て
在
の
掲
げ
た
所
が
常
に
前
項
の
利
潤
率
卒
均
の
生
産
債
格
で
あ
る
、
と
言
ふ
事
業
の
事
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
は
づ
で
あ
る
。
(
勿
論
、
武
舎
的
生
産
物
の
綿
債
値
は
(
貨
幣
生
産
部
門
の
き
会
社
曾
平
均
的
な
る
債
値
一
構
成

平
均
利
潤
傘
再
論

八
六
七

第
五
披

一
二
七

第
三
十
六
巻
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平

均

利

潤

率

再

論

第

三

十

六

巻

率
(

l

珊
鱗
畑
轄
十
)
よ
り
も
高
〈
な
る
で
あ
ら
う
し
、
反
謝
の
場
合
に
は
反
謝
で
あ
ら
う
d

」
此
の
昔
、
「
遂
に
理
解
し
持

5
と

こ
ろ
」
と
言
は
れ
る
げ
れ

E
色
、
最
も
手
近
な
例
に
よ
ヴ
て
も
、
即
ち
、
数
授
御
白
身
の
立
場
の
説
明
の
濡
め
に

援
用
さ
れ
七
例
に
よ
っ
て
も
、
齢
剰
慣
値
を
以
っ
て
購
入
さ
れ
る
財
を
生
産
す
る
資
本
の
債
値
構
成
v
一c
が

9τ
、

持
働
者
の
必
要
生
活
資
料
を
生
産
す
る
資
本
の
慣
値
構
成
v

一c
が日一
5

で
あ
る
時
、
帥
ち
、
前
者
一
か
後
者
よ
り
色

ゆ
蜘
で
あ
る
時
に
は
、
可
及
的
高
密
・
の
利
潤
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
餅
剰
債
依
奉
(
山
山
l
H
曲
目
安
)

の
方
い
か
、
可
及
的
高
等
m
u
斡
剰
値
値
蔀
を
求
め

τ生
産
の
桁
は
れ
毛
場
合
の
直
接
の
齢
剰
憤
値
制
(
昨
年
H
E
4

・叫と

よ
り
も
低
く
な
っ
て
ゐ
る

ω
で
あ
っ
て
、
何
故
「
遂
に
理
解
し
得
ら
れ
ゴ
る
」
の
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

八
七

O

第
五
就

O 

目
、
町
の
場
合
に
は
、
世
舎
に
生
産
さ
れ
る
消
費
手
段
の
鱒
量
は
〉

L
E吋
で
あ
り
、

国

H
包

g
叶
で
あ
る
が
、
M
A

の
場
合
に
は
、
そ
れ
等
は
♂
H
S
u
p
-
白
"
回
目
富
山
印
と
な
っ
て
ゐ
る
。
之
に
封
し
て
「
E
ち

ら
か
一
方
の
誤
算
で
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
の
批
判
。

生
産
手
段
の
総
量
も

此
の
賠
は
、
在
は
、
も
っ
と
詳
し
〈
遁
べ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
教
の
差
異
は

E
ち
ら
か
一
方
に

誤
算
が
あ
る
事
に
よ
る
わ
け
で
は
な

t
、
買
は
、
暴

ω例
に
於
て
、
貨
幣
生
産
部
門
の
費
本
の
慣
値
構
成
が
生
産

手
段
生
産
部
門
及
び
勢
働
者
必
要
生
活
資
料
生
産
部
門
の
資
本
の
平
均
的
債
値
構
成
よ
り
も
、
低
艇
な
も
の
と
想

定
さ
れ
て
ゐ
に
矯
め
に
、
利
潤
峯
・
の
卒
均
に
よ
っ
て
、
生
産
手
段
及
び
勢
働
者
必
要
生
活
資
料
の
平
均
債
格
が
騰

貴
す
る
に
到
っ
た
場
合
に
、
投
資
額
(
貨
餅
曹
を
一
定
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
若
し
貨
幣
生
産
部
門
の
責

本
の
債
値
構
成
が
生
産
手
段
生
産
部
門
及
び
崎
労
働
者
生
活
資
料
生
産
部
門
の
責
本
の
平
均
的
債
値
構
成
と
同
一
で

前掲拙稿、 103--'4頁
高回数授、前拐、 35頁



み
る
と
す
が
な
ふ
ぱ
斯
〈
の
如
き
差
異
は
生
じ
な
い
は
づ
で
み
る
。

A
寸
此
の
事
ゲ
尋
問
明
す
る
滞
日
問
、
貨
幣
一
車
位
雷
h
J
の
生
産
と
ふ
坦
島
軍
位
の
生
産
手
段
え
臼
阻
ま
計
四
お

軍
位
の
雌
労
働
力
と
を
要
し
、
業
他
の
奥
件
は
M
A

従
っ
て
wu
の
場
合
ム
」
同
一
で
あ
る
と
す
る
。
然
る
時
に
可
及
的
高

率
の
傍
剰
債
値
翠
を
求
め
て
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
生
産
手
段
及
び
消
費
手
段
の
慣
値
構
成
を
示
す

方
程
式
は
、

K
の
一
場
合
の
色
の
と
同
↓
で
め
る
が
、
賞
鮮
の
憤
値
構
成
伝
示
す
方
程
式
は
、
M
A

の
そ
れ
と
は
異
っ
て

;
自

rg】十
g抑制
g
T
E
J

と
な
る
。
之
等
の
方
程
式
に
よ
っ
て
、

r

H

由叫す
M
H
H
三回、
H
H
N叩
wh
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
此
の
場
合
に

は
賞
幣
生
成
部
門
mw
費
ψ

中
川
町
個
侃
梢
戚
は
い
割
勘
叶
割
+
担
割
釦
罰

H
d
日
山
富
山
口
μ

で
&
る
が
、
生
産
手
段
の
生

趣
に
は
総
計

hs・2
2
吋
(
債
値
}
だ
け
の
不
盤
資
本
と
喜
・
8
8司
(
債
値
)
だ
け
の
可
盤
貴
本
勢
働
者
必
要
生
活
費
料

{
消
費
手
段
総
量
で
は
な
い
)
の
生
産
に
は
組
計
書
-
回
G
u
g
(
償
値
)
だ
け
の
不
盤
資
本
と

MMZ-S雲
(
償
値
)
古
げ
の

可
襲
貧
本
を
要
す
忍
。
従
っ
て
、
生
産
手
段
及
び
一
労
働
者
必
要
生
活
費
料
の
生
産
に
は
、
組
計
量

5
5
2∞
g
b
-

8

7
霊
Z
5吋
司
(
償
値
)
だ
け
の
不
盤
資
本
と

S
Z
8
8十
M
U
D
-
3
8
7
5吋
-
E
g
rけ
の
可
麺
資
本
と
を
要
す
石
。
従

っ
て
、
生
産
手
段
及
び
一
労
働
者
必
要
生
活
資
料
の
生
産
部
門
の
資
本
の
平
均
的
な
債
値
構
成
は
軒
目
斡
山

Hg-

g
g
u
で
あ
b
、
貨
幣
生
産
部
門
の
そ
れ
と
相
等
し
い
。
今
此
の
場
令
に
、
町
、
各
資
本
家
が
可
及
的
高
率
の
利
潤

率
を
目
唱
さ
し
て
生
産
を
行
ふ
も
の
と
す
る
。
然
る
時
に
は
、
生
産
手
段
及
び
消
費
手
段
の
債
格
構
成
に
闘
す
忍
方

程
式
は
町
の
場
合
と
同
一
で
あ
る
が
、
貨
幣
の
債
格
構
成
を
示
す
方
程
式
は
、
町
の
ぞ
れ
と
は
異
っ
て
、

平
均
利
潤
率
再
論

第
三
十
六
巻

i¥ 
七

第
五
披
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ー
ー
ー

E
な
る
。
之
等
の
方
程
式
に
よ
っ
て
、

3
L
u
g
M
S
E
E
r
-
a
u
g
g
p
-
1
H
8
g
N
U
Fぎ
と
な
る
。
今
、

wu
従
っ
て
M
A

の
場
合
一
ど
同
様
に
、

一
、
貨
幣
は
生
産
さ
れ
や
、

二
、
投
資
額
は

3
0
0
で
あ
り
、
三
、
単
純
再
生
産
が
行
は
れ

る
?
と
す
れ
ば
、

N
の
場
合
謹
べ
た
理
由
仁
よ
っ
て
、
資
本
の
配
分
に
つ
い
て

一

(
l昨

1
-
4
ψ
J
H
S
)
Z同
+
(
十
;
ー
叶

H
田勺同)回目吋
g-

な
品
方
組
北
川
畑
何
ら
れ
B

生
産
一
千
院
の
枇
指
閥
的
需
要
構
成
に
つ
い

T
1

印

H

J
叶

Z
N
+
!
?

な
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
之
等
二
つ
の
方
程
式
に
k
及
び
白
の
貫
教
を
配
す
る
時
に
は
、

3
1
S
お
-gp
∞
H
白同白

白1
f
u
a
一
と
な
り
、
M
A

の
場
合
の
L

一
ぞ
れ
ら
と
等
し
し
な
る
円

ー
期
し
の
如
(
す
十
Q

時
に
は
、
可
麗
資
本
(
僕
患
の
鱒
額
は
、

F
H
(
J
r
z
M
+

叶
E
)
n
u
x
-
s
g
Z
M
∞ニ叫

白
L
8
M・
由
お
と
な
り
、
不
盤
資
本
(
債
格
)
の
総
額
は

P
H
g
m
F
d
g
u
x
同
g
g
g
g
H
喜
三
時
と
な
り
、

何
れ
も

の
場
合
の
そ
れ
等
と
等
し
く
な
る
告
の
一
場
合
の
不
麗
費
本
債
格
=
己
主
込

5
・4
8
a
L
3
2
5
0
ぞ
れ
は
、
町

の
場
合
よ
り
も
勢
働
者
生
活
資
料
及
び
生
産
手
段
の
債
格
の
下
っ
た
だ
け
、
町
の
場
合
よ
り
も
需
要
叫
労
働
力
量
及

ぴ
生
産
手
段
量
が
増
し
た
か
ら
で
あ
る
。

mu
の
計
算
に
よ
る
時
に
は
、
消
費
手
段
の
生
産
債
格
の
債
低
か
ら
の
背
離
宰
は

c
s
s
g
g
で
あ
り
、
生
産
手
段

む
ぞ
れ
は
同
議
。

f
s
a
g
o
で
あ
り
、
何
れ
色
、
嚢
の
表
の
第
五
若
消
費
言
及
び
生
産
量
の
生
産
債



格
の
債
値
か
ら
の
背
離
宰
の
0

・8
師
耐
震
志
倍
に
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、

V
の
計
算
に
際
し
想
定
さ
れ
た
貨
幣
生

産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
と
嚢
の
表
の
第
一
夫
乃
至
第
五
衣
の
刺
潤
宰
平
均
に
際
し
想
定
さ
れ
た
そ
れ
と
が
異

る
事
に
起
因
す
4
9
0

今
、
此
の
貼
を
詳
に
す
名
谷
川
に
、
問
、
貨
融
市
一
軍
位
営
り
の
生
産
に
め
U

向
車
位
の
生
産
手
段
と
、
制
町
叫
印
凹
阜

位
の
帥
労
働
力
と
を
要
し
、
其
他
の
奥
件
は
M
A

従
っ
て
M
A

の
場
合
と
同
一
で
め
る
と
す
る
。
然
る
時
に
可
及
的
高
率

の
俸
剰
債
一
値
塞
・

4e
求
め
て
生
産
が
行
は
れ
る
色
の
と
す
れ
ば
、
生
産
手
段
及
び
消
費
手
段
の
債
値
構
成
主
不
す
方

程
式
は
、
川
ハ
従
っ
て
M
A

の
場
合
の
も
の

2
同
一
で
あ
あ
げ
か
、
貨
幣
の
慣
値
構
成
を
一
市
す
方
程
式
は
M
A

又
は
M
A

の
そ

れ
と
は
興
っ
て
B

;
み
叶
十
例
験
則
(
同
十
目
、
)

と
な
る
。
之
等
の
方
程
式
に
よ
っ
て
、
「

Z
F
E
L
M
-
z、
L
N印
次
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
此
の
場
合
に
は

貨
幣
生
産
部
門
の
賛
否
債
値
構
成
は
島
割
+
ト

H

E言
語
叶
で
め
る
が
、
霊
的
綿
費
本

(
M
の
場

合
の
如
〈
生
産
手
段
及
び
崎
労
働
者
必
要
生
活
資
料
を
生
産
す
る
費
本
の
み
な
ら
守
、
資
本
家
の
需
要
品
を
生
産
す

る
費
本
を
も
合
む
)
の
卒
均
的
債
値
構
肢
は
.

0

誠
治
制
H
C
M
2
3
勾
で
あ
り
、
雨
者
は
相
等
し
い
o
A
1
此
の

場
合
に
、

V
、
各
資
本
家
が
可
及
的
高
率
の
利
潤
宰
を
目
e
き
し
て
生
産
を
行
ふ
も
の
と
す
る
。
然
る
時
に
は
、
生

産
手
段
及
び
消
費
手
段
の
債
格
構
成
に
関
す
る
方
程
式
は
wu
従
っ
て
Y
の
場
合
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
が
、
貨
幣

の
債
格
構
成
を
一
不
す
方
程
式
は
、
叩
D

又
は
町
D

の
そ
れ
と
は
異
っ
て
、

平
均
利
潤
率
再
論

第
一
一
ア
ず
六
巻

八
七
三

第
五
披



平
均
利
潤
牽
再
論

H
H
(
叶
+
叫
敬
訪
)
(
H
+司
、
)

と
な
る
。
之
等
の
方
程
式
に
よ
る
時
に
は
、

3
L・8
S
E
g
r
H
5
2
M
g
u
p
培、
H
間一日・
8
呂
田
ま
と
な
る
。
即
ち
生

産
手
段
及
び
消
費
手
段
の
生
産
債
格
の
債
値
か
ら
の
背
離
率
は
前
者
は

Z
S
E
2
8
後
者
は

5
5日
8
8
と
な
り
、

暴
の
表
の
第
五
火
の
そ
れ
等
k
等
し
〈
な
る
。

ー
+
ん
に
よ
っ
て
知
ら
る
る
如
〈
、
我
々
の
想
定
せ
し
'
刑
事
典
件
〈
貨
幣
生
産
部
門
の
技
術
的
構
成
K

開
予
る
も
の
を
合
ま
ず
〉
の

下
に
於
で
は
、
貨
幣
生
産
部
門
の
資
本
の
慣
値
構
成
ド
、
生
産
手
段
及
び
叫
労
働
溜
必
要
生
活
資
料
生
底
部
門
の
資

本
の
平
均
的
債
値
構
成
と
同
一
で
め
る
場
合
の
生
産
債
格
は
、
貨
幣
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
が
融
合
的
総

費
本
の
平
均
的
債
値
構
成
と
等
し
い
場
令
の
そ
れ
の

Z
E白
書
室
倍
に
な
る
。
従
っ
て
貨
幣
生
産
部
門
の
費
本
が

生
産
手
段
及
び
崎
労
働
者
生
活
費
料
の
生
産
部
門
の
資
本
の
卒
均
的
債
値
構
成
と
同
一
の
債
値
構
成
を
有
す
る
も
の

と
し
て
算
出
さ
れ
た
所
の
V
の
場
合
の
不
護
資
本
額
(
債
患
と
可
捷
資
本
額
(
債
格
)
と
を
、
貨
幣
生
産
部
門
が
枇

曾
的
綿
費
本
の
平
均
的
債
値
構
成
と
同
一
の
債
値
構
成
を
有
す
る
場
合
の
も
の
に
換
算
す
る
潟
め
に
は
、
前
者
に

ヨ
札
口
凶
器
を
乗
守
れ
ば
よ
い
。
今
.
此
の
算
法
に
よ
る
時
に
は
、
貨
幣
生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
炉
、
枇
曾

的
緯
資
本
の
卒
均
的
債
値
構
成
・
と
等
し
い
場
合
の
不
護
資
本
宙
空
は
さ
C

凶日

x
c出
ト
割
副

LHNESと
な

り
、
可
制
捜
資
本
(
償
き
は

E
S
2
x
d
一出品
q
E
E
H
E
Zき
と

な

b
、
轟
の
表
の
第
五
次
の
そ
れ
と
等
じ
く

な
る
。
〈
極
遣
の
差
号
、
四
捨
五
入
と
、
暴
の
表
が
第
五
失
で
止
:
れ
で
ゐ
る
事
と
の
影
響
)
。
「
町
の
場
合
に
つ
い
て
求
め
ら
れ

た
る

v
の
大
さ
は
第
五
突
の
表
の
そ
れ
と
・
-
一
致
せ
ぬ
」
の
は
、
誤
算
に
よ
る
の
で
な
く
、
斯
〈
の
如
き
事
情

に
よ
っ
に
の
で
あ
る
。

第
三
十
六
巻

第
五
披
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高
回
数
授
は
其
の
「
立
場
」
を
説
明
す
る
よ
際
し
、
任
意
の
一
財
を
以
て
「
債
格
車
位
と
し
て
役
立
つ
財
」
と
し
、

、
、
、
町

葉
の
財
は
「
(
生
産
)
債
格
が
債
値
に
等
し
い
」
左
言
ふ
偲
定
を
立
て
て
ゐ
ち
れ
る
。
然
し
、
一
財
の
生
産
債
格
が
債

値
に
等
し
い
鴻
め
に
は
上
過
の
所
論
で
も
明
か
な
様
に
、
其
の
財
の
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
炉
、
世
舎
的

組
資
本
の
卒
均
的
債
値
構
成
と
等
し
い
事
を
要
す
る
。

五
、
費
本
家
的
生
産
の
所
謂
本
質
が
其
の
憧
行
は
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
生
子
る
で
ゐ
ら
う
所
の
結
果
を
基
礎
と

し
て
そ
れ
に
利
潤
牽
平
均
の
作
用
を
十
分
に
及
ぽ
す
事
に
よ
っ
て
蓮
せ
ら
る
べ
き
利
潤
窄
則
品
購
題

f

u
明
漉
糊
M
T
〈
直
訴
)
十
叫
同
曲
出

動
員
)
)
や
憐
剃
慣
値
支
-
鑓
鵠
齢
制
十
〉
は
、
?
の
加
挙
資
本
家
的
生
産
の
所
謂
本
質
的
な
主
主
づ
股

閲
す
る
事
な
く
、
直
接
に
個
々
の
資
本
家
が
可
及
的
商
事
の
利
潤
準
を
日
F
し
て
生
産
ぞ
行
っ
て
ゐ
る
鮎
だ
け
や
}

考
慮
に

λ
れ

て

展

開

さ

れ

た

利

潤

李

副

到

鑓

摺

鍛

到

註

毒

事

基

(

取

麟

鱈

ぎ

と

相

等

し
い
、

L
」
言
ふ
事
・
も
讃
明
す
る
矯
め
に
、
私
が
、
町
の
展
開
を
先
づ
慣
値
を
離
れ
て
震
せ
る
に
脅
し
‘
鞍
授
は

「
町
の
場
合
の
取
扱
に
於
て
は
:
:
:
営
初
か
ら
債
格
と
債
値
と
の
闘
係
を
明
に
し
で
か
か
:
・
-
る
べ
き
で
あ
っ
た
」

と
批
判
し
、
其
の
方
法
を
示
し
て
「
消
費
責
料
の
債
格
を
，

h
生
産
手
段
の
債
格
を
U

K

(

消
費
手
段
の
債
値
を
料
、

生
産
手
段
の
債
値
を
と
る

M
E
Y
E
-
k
Z傍
一
剰
慣
値
宰
(
騒
類
顎
)
?
を
利
潤
率

制
割
轄
措
鰐
到
君
!
柴
田
)
と
す
る
。
き
う
す
る
と
失
露
関
係
が
存
す
る
。

え
H
(」
V
r
、+
M
r
x
田
句
ヘ
)
(
】

(
回
一
)

+司、)・

3
)
r、H
(心
士
、
十

ι
r
x
町
三
(
】
+
司
、
)

3
、
H

M

E

(

串
〉
「
、

n
ユ

『
円
戸
、
同
印
』
u

三
、
「
日

r、
同
印
日
v
ヘ
レ
、
ヘ
]
[
己
、

H

J

、
ヘ
凶
-
「
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八
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寸
行
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般
定
に
よ
っ
て
守
H
H
と
す
る
。
未
知
数
の
敷
は
、
，
R
ピ
k
x
y
，
p，m
の
七
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
利
潤
宰
も
、

借
剰
憤
値
も
共
に
求
め
出
き
る
名
で
あ
ら
う
」
と
言
っ
て
ゐ
ら
れ
あ
。

「
般
定
に
よ
っ
て

V
H
H
と
す
る
」
と
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
ぞ
れ
は
、
貨
幣
生
産
部
門
の
資
本
の
有
機
的
構
成
が

何
等
か
一
定
の
も
の
で
あ
る
事
を
前
提
す
る
宍
貨
幣
が
一
生
産
物
で
あ
る
場
合
に
は
)
。
従
っ
て
、

V
H
T三一一一一日ふ代りに、

実
の
貨
幣
生
産
部
門
の
慣
格
(
号
車
構
成
を
示
す
方
程
式
(
例
へ
ば
;
み
て
+
寸

x
町勺閥、)(同十市、)と吉田

し
正
巳
を
用
ひ
特
名
川
い
づ
で
あ
あ
。
然
石
以
上
は
.
方
程
式
山
間
・
と
此
の
方
程
式
正

rり
で
、
，
R
h
u
k
川

JP
、
の

値
を
知
り
得
る
(
例
へ
ば
、
右
の
場
合
に
は
、
え

L
子、

L-SEE-
下
u
日

u-ugg変
で
あ
る
)
は
づ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
車
純

再
生
産
が
行
は
れ
る
か
讃
張
再
生
産
が
行
は
れ
る
か
、
貨
幣
が
生
産
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
等
の
保
件
が
奥
へ
ら
れ
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
の
保
件
で
、
借
剰
債
僅
罫
(
点
鰭
想
鵬
務
)
は
決
定
さ
れ
る
人
例
へ
ば
、
右
の
場
合
、
単
純
再
生
産
が
行

は
れ
貨
幣
は
生
産
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
目

!
?
f山
l
?と目
(
u
f
J叶

x
m
s
f
Jす
さ

ご

、

+

斗

x
S

3

+

叶
χ
出』
d

柏
田
辺

ZE--gで
あ
る
)
は
づ
で
め
る
。
干
の
如
く
債
値
か
ら
離
れ
て
慣
習
問
題
を
と
い

て
こ
そ
債
値
の
問
題
が
立
場
に
よ
る
意
味
づ
け
の
問
題
で
あ
る
所
以
が
示
さ
れ
あ
で
あ
ら
う
。

然
し
な
が
ら
、
勿
論
、
債
値
か
ら
離
れ
て
債
格
の
問
題
を
解
く
と
言
ふ
事
は
、
債
値
の
問
題
が
立
場
に
よ
る
意

味
づ
け
の
問
題
で
あ
る
所
以
を
、
十
分
に
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
僅
に
そ
の
鴻
め
の
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ

第
五
就

プミ

宏
一
不
す
泊
め
に
は
、
債
値
を
離
れ
て
立
て
ら
れ
た
粧
掛
理
論
と
そ
れ
を
と
り
入
れ
た
も
の
と
の
闘
聯
が
示
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
私
が
、
嚢
の
研
究
に
於
て
、
此
の
事
を
、
方
程
式
を
離
れ
て
表
を
用
び
て
行
っ
た
の
に
劃
し
て
、
散
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授
は
、
一
つ
の
方
程
式
瞳
系
を
以
っ
て
示
す
道
を
採
ら
れ
ん
と
す
る
。
然
る
に
今
そ
れ
を
見
る
に
、
そ
の
方
程
式

韓
系
中
の
向
は
、
と
う
て
い
許
さ
れ
難
き
色
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
向
は
、
傍
剰
償
値
(
領
事
と
齢
剰
債
値
(
領

き
と
が
等
し
い
事
を
示
す
渇
め
に
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
〔
さ
う
で
あ
る
以
上
は
、
官
、
ト
ザ
、
;
+
叶
岡
市
、
5
H
Z
M

(
l
r
7
4
l
x
白』》悼す、+団

(
L
T
J
J
r
x
g、
)
て
と
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
空
ら
れ
た
る
主
主
の
喜
ま

は
全
〈
無
意
味
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
、
教
授
の
真
意
は
蕊
に
書
寺
改
め
た
所
に
あ
る
と
思
ふ
〕
と
解
さ
れ
る
が
、
傍
剰
慣
値
(
償
値
)
と

俸
剰
慣
値
〈
債
格
)
と
の
等
し
か
る
べ
き
必
然
性
は
無
い
の
で
あ
る
か
ら
。
(
本
稿
第
三
項
第
三
委
照
)
(
向
、
向
は
、

7
↑
れ
+
J
r
伏
(
】
十
目
、
)
何
は
、

7
i一
中
+
山
川
崎
円
?
、
)
の
繰
り
炉
と
思
ふ
〉
O

の
み
な
ら

や
'
・
数
授
の
一
不

g
れ
る
道
に
よ
る
時
に
は
、
慣
値
か
ら
離
れ
て
慣
格
の
問
題
の
解
き
得
ら
れ
る
所
以
は
示
き
れ
な

い
の
で
は
な
か
ら
う
か
り
若
し
さ
う
で
あ
る
お
ら
ば
、
事
授
の
「
立
場
」
を
説
明
す
る
矯
め
に
引
用
さ
れ
た
ポ

Y
ト

キ
ヲ
イ
ツ
チ
の
設
で
十
分
で
は
な
か
ら
う
か
。
殊
に
某
蕗
に
は
、
右
の
如
き
快
黙
は
存
し
な
い
の
で
め
る
か
ら
。

む

す

び

以
上
忍
は
、
高
田
教
授
の
反
駁
並
び
に
批
剣
圭
一
-
再
吟
味
し
、
卑
見
を
詳
細
に
謹
べ
で
つ
と
努
め
た
。
勿
論
文
劣
く
し
て
未
だ
十
分
に
言
ひ
あ
ら

は
し
得
ざ
る
所
も
多
い
で
あ
ら
う
が
、
前
稿
に
於
け
る
よ
り
も
少
〈
も
多
少
は
ヨ
リ
詳
し
〈
量
一
ロ
ひ
あ
ら
は
し
得
た
つ
も
り
で
あ
る
。
ζ

れ
に
よ
っ
て
、

改
め
て
御
敬
一
京
を
師
聞
は
ん
と
と
す
る
も
白
で
あ
る
。
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